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(LVH) との関連、透析後に心エコーを施行できた395人の患者で診断したLVH、駆出率 (ejection 
fraction EF) の低下との関連と、そのカットオフ値を検討した。また、透析前後のNT-proBNP
の減少率と関連する透析に関わる因子を調べた。 
多変量ロジスティック解析で、透析の前後ともにNT-proBNP値と心電図で診断したLVHは関連
していることが示された。透析後のNT-proBNP値はまた、心エコーでのEF低下と非常に関連し
ていた。ROC曲線では、心エコー所見でのEF低下においては良好な感度、特異度が示され、そ
のカットオフ値は10,407 pg/mLであった。 
透析を行うことによるNT-proBNPの減少率は、Kt/Vやダイアライザー、透析時間等の透析条件
と関連していた。 
これらのことより、日本人血液透析患者において透析前後のNT-proBNP値は心電図で診断する
LVHと関連しており、さらに透析後のNT-proBNP値は心収縮力低下の有用なマーカーとなるこ
とが示唆された。血液透析患者では腎排泄のNT-proBNP値は総じて上昇しているが、その値は
心臓の形態的、機能的異常と関連していることが確認できた。 
 
